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No. 162d　　p6-7-8-1

206×206×210×210mm

TECHNICAL REPORT

● このカタログの内容は2020年10月現在のものです。

● 内容の変更については予告無く行なう事がありますので、あらかじめご了承下さい。
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事業所

⑴ガス漏れや燃焼不良の原因となり危険ですので、バーナを分解／改造しないで下さい。
⑵バーナ銘板に表示されたガス燃料で使用して下さい。表示と異なるガス燃料で使用した場合、不燃焼、失火等の不具
合が発生します。
⑶バーナ点火中には、点火トランスの高圧コードに触れないで下さい。高電圧があり、感電する恐れがあります。
⑷バーナ制御盤に水や液がかからないように設置して下さい。高電圧があり、感電する恐れがあり、バーナが故障する
などトラブルの原因となります。
⑸バーナの周辺温度が55℃以上にならないように設置して下さい。紫外線光電管等の電子部品の故障等の原因になります。
⑹バーナに重い荷重がかからないように機器廻り配管を支持して下さい。
⑺大きな振動を与えないで下さい。補機トラブルなどの原因となります。
⑻運転中および運転終了後しばらくはバーナの外殻が熱くなっています。やけどの危険がありますので触れないようお
願いします。
⑼炉温が高いままブロア類を停止すると、熱による悪影響でバーナが故障するなどトラブルの原因となります。以下の
条件を守って正しくお使い下さい。
　⒜バーナ消火後は確実にアフターパージを行って下さい。
　⒝メンテナンス・停電等、何らかの理由でブロアを止めた場合、復帰後は炉温が下がるまで確実にブロアを運転して
下さい。

　⒞その他の場合でもバーナ保護のため、バーナ及び補機類の耐熱温度以下となるまではブロアを止めないで下さい。
⑽本バーナを使用される場合の燃焼設備の安全設計については、社団法人日本ガス協会から発行されています最新の「工
業用ガス燃焼設備の安全技術指標」に従っていただきますようお願いします。
⑾使用条件によっては、販売しかねる器種がありますので、販売者に確認いただきますようお願いします。
⑿バーナの試運転・保守等は、原則お客さまご自身で行っていただきますようお願いします。

設備設計上の注意点

バーナ取扱い上の注意点

⑤点火トランスは、6KV以上、100VA以上のものを使用して下さい。


